
 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日 
202１．３．２９ 

・会社の経営を守るため、そして、雇用を守る

ための判断である。新しい事業を踏み出すに

は今いる皆さんの力が必要である。 

・半分と評価しているわけではない。そのよう

に受け止めてもらいたくはない。通常の状況

ではなかったと受け止めてほしい。 

・次年度はやらないと約束できるものではない

が、「異例である」ということは申し上げる。 

・次年度以降の議論である。４分の２を戻すと

いう概念ではない。新規路線等検討している。 

・人材流出の危機感を会社は持っているのか！経営が厳

しいのは理解しているが、社員一人ひとりの生活が厳

しい。社員が離れていってしまう。 

・「社会から必要とされる会社に生まれ変っていかなけ

ればならない」と回答しているが、ベアゼロ・定昇半

分が労働者に対する評価なのか！ 

・今回の定期昇給の考え自体は踏襲すべきではない！ 

・黒字に戻れば定昇カットの半分を戻すべきだ！

黒字に向けた考えはあるのか。 

・親会社そのままの回答で、乾いた回答というの

が感想だ！ 

 

・新たな業務が増えているのに、定昇が半分ではモチベーションがあがらない。 

・給料だけでは生活が出来ずにローンを組んでいる社員もいる。ローンのため

にも仕事をしなくてはならない。支払いをどうしたらいいのか。 

・会社は本体だけを見て、組合員の切実な現実を親身に考えていないのではな

いか。 

・会社回答に、「資金繰りの着手等」とあるが、仮に JR 東日本（本体）から借

りるとなれば、益々、バス職場・組合員の現実に目を向けない経営体質にな

るのではないかと強い危機感を持った！ 

コロナ禍の不安や厳しい経営状況がある中、「雇用の確保は大前提」と回答の席で確認するも、
組合員の労働実感と生活実感、コロナ禍で高まった労働力を踏まえた要求からはかけ離れた、
非常に悔しい回答と言わざるを得ません！ 

【申 6号回答】 

・来年度中に満 55歳に達

する月の翌月 1 日以

降、基本給額に 6,000

円加算。 

・精算は 6月 25日以降、

準備でき次第 

 

【その他の回答内容】 

※平成 18年 10月 1日以

降に採用された社員：

満 30歳から 50歳に達

するまでの社員は定昇

と別に 500円を加算 

 

 


